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まちの
　　紹介
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あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
牛う
し

戸の
と

焼や
き

、
因
州

中
井
窯
、
や
な
せ
窯
な
ど

多
く
の
窯
元
が
あ
り
、
焼

き
物
の
里
と
し
て
も
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
梨
、
柿
な
ど
の
果

樹
、
さ
と
い
も
、
白
ね
ぎ
、
し

い
た
け
な
ど
の
特
産
品
を
含
め
、

地
元
で
取
れ
た
食
材
は
、
生
産
者

と
Ｊ
Ａ
の
協
力
体
制
に
よ
り
、
学

校
給
食
食
材
の
地
産
地
消
と
し

て
、
そ
の
割
合
は
８
割
を
超
え
、

合
併
前
の
県
内
市
町
村
別
で
は
ト

ッ
プ
を
誇
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
保
健
福
祉
の

増
進
の
た
め
オ
ー
プ
ン
し
た
湯
谷

温
泉
「
湯
谷
荘
」
は
、
薬
師
如
来

の
薬
湯
と
し
て
効
果
が
あ
り
、
連

日
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
環
境

に
恵
ま
れ
た
河
原
町
は
、
よ
り
愛

着
の
持
て
る
地
域
づ
く
り
と
と
も

に
、
今
後
、
高
速
交
通
網
の
整
備

な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

一
級
河
川
・
千
代
川
と
そ
の
支

流
に
沿
っ
て
開
け
た
河
原
町
は
、

古
く
は
因い
な
ば
の
く
に
や
か
み
ご
お
り

幡
国
八
上
郡
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
、「
川
」
と
「
歴
史
・

文
化
」
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

千
代
川
を
代
表
す
る
魚
ア
ユ

は
、
町
の
名
産
と
し
て
名
高
く
、

毎
年
６
月
の
ア
ユ
漁
解
禁
日
に

は
、
町
外
か
ら
も
大
勢
の
太た
い

公こ
う

望ぼ
う

が
押
し
寄
せ
ま
す
。
ま
た
、
名
物

「
あ
ゆ
祭
」
に
「
あ
ゆ
と
い
も
た

き
の
会
」、「
ラ
ジ
コ
ン
・
グ
ラ
ン

プ
リ
」、「
霊
石
山
フ
ラ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
、毎
年
夏
に
は
、

豊
か
な
河
川
空
間
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
数
多
く
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
千
代
川
が
一
望
に
見
渡
せ

る
の
が
、 「
お
城
山
展
望
台
・
河

原
城
」
で
、
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
、
歴
史
、
伝
説
、
自
然
、

人
物
、
産
業
な
ど
、
河
原
町
の
情

報
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
最
古
の
書
物

『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
八や
か
み
ひ
め

上
姫

を
祀ま

つ

っ
た
「
売め

沼ぬ
ま

神
社
」、
上
方

往
来
と
し
て
栄
え
た
旧
道
沿
い
の

町
並
み
な
ど
、
河
原
町
に
は
、
長

い
歴
史
を
物
語
る
史
跡
の
数
々
が
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